
市章、市の花・木、市民憲章

市　章 （平成 16 年 10 月 25 日　告示）

（平成 17 年 10 月 8 日　告示）

この市章は、図案化されたエナであり、太陽と飛翔する鳥を表現し、翼の６枚の羽は、合
併した六つの市町村を表している。輝き昇る日の中を天空の一点を目指し合併した六つの
市町村が左右の翼となり、三角形の中央の市民が一致団結し希望に満ちて、市の飛躍と発
展を図る姿を象徴している。

市の花と市の木

市の花　　ささゆり 市の木　　ハナノキ

恵 那 市 民 憲 章

わたくしたち恵那市民は

一　仕事にはげみ　豊かなまちをつくりましょう

一　自然を愛し　美しいまちをつくりましょう

一　教養をたかめ　文化のまちをつくりましょう

一　きまりを守り　住みよいまちをつくりましょう

一　お互いに助け合い　明るいまちをつくりましょう

（平成 16 年 10 月 25 日　制定）
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旧 藩 名

長 島 村

明治4年当時 明治の大合併 昭和の大合併 平成の大合併

大 井 村

正 家 村
久 須 見 村
中 野 村
永 田 村
東 野 村
佐々良木村
野 井 村
椋 実 村
藤 村
竹 折 村
毛 呂 窪 村
姫 栗 村
河 合 村
中 野 方 村

飯 地 村

岩 村
富 田 村
上飯羽間村

中飯羽間村
下飯羽間村
馬場山田村
上 手 向 村
久 保 原 村
下 手 向 村
釜 屋 村
原 村
田 代 村

明 知 村

馬 坂 村
馬 木 村
高 波 村
峰 山 村
小 杉 村
落 倉 村
沢 中 村
杉 平 村
門 野 村
野 志 村
颪 村
柏 尾 村
岩 竹 村
安 主 村
土 助 村
才 坂 村
上 切 村
上 中 切 村
下 中 切 村
下 切 村
島 崎 村
一 色 村
浅 谷 村
須 淵 村
吉 良 見 村
田 良 子 村
大 栗 村
上 田 村
大 船 村
小 泉 村
阿 妻 村
串 原 村
下 村
漆 原 村
小 田 子 村
上 村
小 笹 原 村
島 村
横 道 村
木 実 村
飯 田 洞 村

根 上 村

（加 茂 郡）

（ 加 茂 郡 ）

名 古 屋 藩

名 古 屋 藩

苗 木 藩

岩 村 藩

岩 村 藩

旗 本 遠 山 領

旗 本 遠 山 領

旗 本 遠 山 領

岩 村 藩

岩 村 藩

名古屋藩岩村藩入相

旗 本（千 村・山 村）

明22.7.1　4村合体

大 井 町
明23.12.27　町制施行

長 島 町

明31.12.14　町制施行

恵 那 市

昭29.4.1
8町村合体

武 並 村
明33.5.24　名称変更

飯 地 村

現八百津町へ

昭和23.4.1　恵那郡編入

本 郷 村

明30.4.1　2村合体

岩 村 町

昭29.9.10
2町村合体

山 岡 町

恵 那 市

昭30.3.1
2村合体

三 郷 村
明22.7.1　3村合体

竹 折 村
明30.4.1　2村合体

笠 置 村
明30.4.1　3村合体

飯 地 村
明3.4　潮見村分立

岩 村 町
明22.7.1　町制施行

飯羽間村

明5.5　4村合体

遠 山 村
明30.4.1　3村合体

鶴 岡 村

明30.4.1　4村合体

明 知 町
明22.7.1　町制施行

杉 野 村
明8.1　2村合体

横 通 村

明8.1　6村合体

野 原 村

明6.2　6村合体

浅 谷 村
明6.2　2村合体

大 田 村
明8.1　3村合体

吉 田 村

明31.4.1　4村合体

上矢作町

昭31.9.30
2村合体
町制施行

大 泉 村
明8.1　2村合体

下原田村
明22.7.1　3村合体

上 村

明5.8　6村合体

東 方 村

明7.9　7村合体

明 知 町

明30.4.1　4町村合体

明 智 町

明 智 町

串 原 村

昭29.7.1　2町村合体

三 濃 村

明22.7.1　3村合体

静 波 村

明38.7.1　分村

潮 見 村
明3.4　潮見村分立

市制施行

平成16年10月25日
1市5町村合併

市制施行

旧東方村、杉野村、
野志村の区域分立

昭30.4.1　旧横通村分立　明智町へ編入

旧野原村、浅谷村は
愛知県東加茂郡旭町へ

昭和30.10.5　明智町へ編入

恵那市の沿革
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あとがき

　「えな 100」は、当初、市の職員が市町村合併により誕生した恵那市の歴史、人、自然や産業などについ

ての知識を身に付け、恵那市の誇るべきものや自慢を語れるようにすることを目的に作成しました。

　100 項目の選定については、市の職員からの応募などにより集めた情報を基に検討を重ね選定を行いま

したが、何を基準に選ぶか非常に難しいものがありました。このため、この冊子でご紹介させていただい

た項目に対して異論も大いにあろうかと思いますが、恵那市にはそれだけたくさんの自慢があるというこ

とで、ご容赦をお願いします。

　また、各項目の記事の内容については、諸説あるものや時代の流れなどで変わるものもありますので、

この点も併せておことわりしておきます。

　最後に「えな 100」の記事や掲載写真にご協力をいただきました市民の皆さまや、各企業の皆さまに深

くお礼申し上げます。
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■発行／恵那市
〒509-7292　恵那市長島町正家一丁目1番地1
TEL0573-26-2111（代）  FAX0573-25-6150
http://www.city.ena.lg.jp
■発行日／平成23年3月
■編集／企画課
本書の内容は、恵那市の上記のウェブサイトでも
ご覧いただけます。
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